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１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 15,553 51.4 1,327 110.7 1,407 84.9 930 70.6

2022年３月期第２四半期 10,270 1.8 629 14.0 760 23.7 545 △19.6
(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 1,227百万円( 87.4％) 2022年３月期第２四半期 654百万円(△41.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 51.48 －

2022年３月期第２四半期 30.17 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 46,577 34,694 73.9

2022年３月期 47,340 33,919 71.1
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 34,421百万円 2022年３月期 33,653百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 15.00 － 25.00 40.00

2023年３月期 － 15.00

2023年３月期(予想) － 15.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 3.1 2,600 △9.9 2,600 △14.2 1,800 △22.0 99.63
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 18,098,923株 2022年３月期 18,098,923株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 31,934株 2022年３月期 31,887株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 18,067,022株 2022年３月期２Ｑ 18,067,161株

　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利
用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　 当社は、2022年11月30日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。決算説明資料は
当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）の世界経済情勢は、新型コロナウイルス感染症に

係るワクチン接種の普及や行動制限の緩和等が各国で進んだこと等を背景に、経済活動の正常化が進む動きが見られ

ました。一方で、ウクライナ情勢の長期化に伴う資源・エネルギー価格の上昇やグローバルサプライチェーンの混乱、

生産制約や資源・部材の供給不足、世界的な物価上昇を背景とした各国の金融引き締め政策への転換などによる世界

的な景気への影響等に注視する必要があり、物価高と景気減速が同時に進行するスタグフレーションの懸念も高まる

中、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く環境においては、コロナ禍からの経済活動の復活がグローバルに進み、一部の製造業にお

いて生産設備の自動化・高度化・高品質化ニーズにより設備投資が積極的に行われました。当社においては地産地消

の考えのもと、リモート技術を活用した商談・仕様打合せ・完成確認・設置サポート体制を推進、海外拠点への受

注・生産・サービス提供業務の移管等により生産効率を高め、顧客のニーズ・ウォンツを的確に捉えた「生産技術の

代行」と、顧客・サプライヤーとの協業・協創を推進した結果、上半期の当社個別ベースでの受注高は前年同期に対

し18.9％増加し、128億74百万円となりました。また個別売上高は前年同期に対し57.9％増の117億99百万円となった

結果、個別受注残高は前年同期に対し9.7％減の182億65百万円となりました。

以上の結果、当社グループにおける連結売上高は155億53百万円（前年同期比51.4％増）、営業利益は13億27百万円

（前年同期比110.7％増）、経常利益は14億７百万円（前年同期比84.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

９億30百万円（前年同期比70.6％増）となりました。

このような経営環境下において当社の各セグメントの業績は次のとおりであります。

（ワインディングシステム＆メカトロニクス事業）

当社は、それぞれに高度なワインディング、テンション、ハンドリング等の要素技術をコアにした生産システムに

多軸同期制御を可能にした当社独自開発のＯＳを搭載し、最新鋭の搬送技術を備えたトータル精密ＦＡライン構築の

ベースとなる複数のプラットフォームを展開、「生産技術の代行」をキーワードに、オープンイノベーションによる

顧客・サプライヤーとの協業・協創を推進する「ブルーレイク戦略」によって次々に創出される顧客ニーズにもスピ

ーディーに対応し、既存領域の深化と周辺事業領域の探索を進めました。また、コロナ禍における種々の制約に対処

するため、地産地消のコンセプトのもと、海外拠点を中心にリモート化を進めることにより、営業・生産・サービス

の効率化や製造コストの削減などによる生産性及び競争力の向上を図りました。

これらの結果、全売上高の約92％を占めるワインディングシステム＆メカトロニクス事業におきましては、連結売

上高は142億89百万円（前年同期比49.3％増）、セグメント利益（営業利益）は14億90百万円（前年同期比86.6％増）

となりました。

また、当社個別ベースでの受注高は118億84百万円（前年同期比18.6％増）、売上高（生産高）は105億35百万円

（前年同期比55.5％増）、当第２四半期末の受注残高は172億90百万円（前年同期比12.9％減）となりました。

（非接触ＩＣタグ・カード事業）

引き合いの中心は非接触ＩＣカードや生産管理用ＦＡタグであり、非接触ＩＣカードの売上高は前年同期比59.0％

増、生産管理用ＦＡタグの売上高はＦＡラインにおける工程管理のニーズの高まりを受け前年同期比145.9倍となりま

した。

これらの結果、連結売上高は12億64百万円（前年同期比81.4％増）、セグメント利益（営業利益）は２億82百万円

（前年同期比25.4％増）となりました。なお、当社個別ベースでの受注高は９億90百万円（前年同期比22.7％増）、

売上高（生産高）は12億64百万円（前年同期比81.4％増）、当第２四半期末の受注残高は９億74百万円（前年同期比

157.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産

流動資産は前連結会計年度末対比５億９百万円減少し、317億67百万円となりました。これは主として、現金及び預

金が12億40百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が５億47百万円、仕掛品が13億31百万円減少したことにより

ます。

固定資産は前連結会計年度末対比２億53百万円減少し、148億９百万円となりました。これは主として、投資有価証

券が２億25百万円減少したことによります。

この結果、資産合計は前連結会計年度末対比７億62百万円減少し、465億77百万円となりました。

②負債

流動負債は前連結会計年度末対比16億52百万円減少し、110億99百万円となりました。これは主として、前受金が15

億36百万円減少したことによります。

固定負債は前連結会計年度末対比１億14百万円増加し、７億82百万円となりました。これは主として、繰延税金負

債が96百万円増加したことによります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末対比15億38百万円減少し、118億82百万円となりました。

③純資産

純資産合計は、前連結会計年度末対比７億75百万円増加し、346億94百万円となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、資金という。）は、前連結会計年度末対比９億２

百万円増加し、126億70百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は16億53百万円（前年同期は21億62百万円の収入）となりました。これは主として、

前受金の減少が16億３百万円、法人税等の支払額が５億１百万円あった一方、棚卸資産の減少が12億16百万円、売上

債権の減少が３億87百万円あったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は５億67百万円（前年同期は50百万円の支出）となりました。これは主として、定期

預金の払戻による収入が11億46百万円あった一方、定期預金の預入による支出が14億３百万円、保険積立金の積立に

よる支出が２億53百万円あったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は５億91百万円（前年同期は２億72百万円の支出）となりました。これは配当金の支

払額が４億51百万円あったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の数値は、今後のさまざまな

要因により異なる結果となる可能性があります。なお、業績予想については本日（2022年11月11日）公表をいたしま

した「2023年３月期第２四半期連結・個別業績予想と実績値との差異及び通期連結・個別業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,729 14,969

受取手形及び売掛金 5,661 5,113

電子記録債権 1,236 1,544

仕掛品 9,167 7,835

原材料及び貯蔵品 1,483 1,552

その他 1,005 758

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 32,276 31,767

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,799 4,696

機械装置及び運搬具（純額） 976 905

土地 2,812 2,812

その他（純額） 685 800

有形固定資産合計 9,272 9,214

無形固定資産

その他 120 111

無形固定資産合計 120 111

投資その他の資産

投資有価証券 3,560 3,335

退職給付に係る資産 465 476

繰延税金資産 29 55

その他 1,614 1,616

投資その他の資産合計 5,669 5,483

固定資産合計 15,063 14,809

資産合計 47,340 46,577
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,579 2,134

電子記録債務 2,839 2,300

未払法人税等 555 250

前受金 5,949 4,412

賞与引当金 519 684

その他 1,310 1,316

流動負債合計 12,752 11,099

固定負債

繰延税金負債 286 382

退職給付に係る負債 12 16

その他 369 383

固定負債合計 668 782

負債合計 13,420 11,882

純資産の部

株主資本

資本金 6,884 6,884

資本剰余金 2,535 2,535

利益剰余金 21,054 21,532

自己株式 △27 △27

株主資本合計 30,447 30,925

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,298 1,020

為替換算調整勘定 1,556 2,167

退職給付に係る調整累計額 351 307

その他の包括利益累計額合計 3,206 3,495

非支配株主持分 265 273

純資産合計 33,919 34,694

負債純資産合計 47,340 46,577
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 10,270 15,553

売上原価 7,525 11,874

売上総利益 2,745 3,678

販売費及び一般管理費 2,115 2,351

営業利益 629 1,327

営業外収益

受取配当金 19 34

固定資産売却益 49 －

補助金収入 23 57

その他 75 48

営業外収益合計 168 140

営業外費用

為替差損 14 39

その他 22 20

営業外費用合計 36 60

経常利益 760 1,407

特別損失

投資有価証券評価損 － 52

特別損失合計 － 52

税金等調整前四半期純利益 760 1,355

法人税、住民税及び事業税 121 209

法人税等調整額 103 218

法人税等合計 225 428

四半期純利益 535 926

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △9 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 545 930
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 535 926

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 43 △278

為替換算調整勘定 114 622

退職給付に係る調整額 △39 △44

その他の包括利益合計 118 300

四半期包括利益 654 1,227

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 668 1,219

非支配株主に係る四半期包括利益 △14 7
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 760 1,355

減価償却費 347 512

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 164 156

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9 17

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △72 △86

受取利息及び受取配当金 △40 △55

為替差損益（△は益） 10 △11

有形固定資産売却損益（△は益） △49 0

売上債権の増減額（△は増加） 1,454 387

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,430 1,216

仕入債務の増減額（△は減少） △435 △72

補助金収入 － △57

前受金の増減額（△は減少） 1,349 △1,603

その他 245 291

小計 2,312 2,049

利息及び配当金の受取額 40 55

利息の支払額 △3 △6

法人税等の支払額 △210 △501

補助金の受取額 23 57

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,162 1,653

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △965 △1,403

定期預金の払戻による収入 1,096 1,146

有形固定資産の取得による支出 △184 △115

有形固定資産の売却による収入 63 1

無形固定資産の取得による支出 △5 △4

投資有価証券の取得による支出 △109 △205

投資有価証券の売却及び償還による収入 174 0

保険積立金の積立による支出 △233 △253

保険積立金の払戻による収入 113 266

その他 0 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △50 △567

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △271 △451

その他 △1 △139

財務活動によるキャッシュ・フロー △272 △591

現金及び現金同等物に係る換算差額 55 407

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,894 902

現金及び現金同等物の期首残高 10,110 11,768

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,004 12,670
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
ワインディングシステム
＆メカトロニクス事業

非接触ＩＣタグ・カード
事業

売上高

外部顧客への売上高 9,573 697 10,270

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 9,573 697 10,270

セグメント利益 798 225 1,023

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,023

全社費用(注) △394

四半期連結損益計算書の営業利益 629

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
ワインディングシステム
＆メカトロニクス事業

非接触ＩＣタグ・カード
事業

売上高

外部顧客への売上高 14,289 1,264 15,553

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 14,289 1,264 15,553

セグメント利益 1,490 282 1,772

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,772

全社費用(注) △445

四半期連結損益計算書の営業利益 1,327

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

　

　


